
 

 

 

 

 

 

 

◎みんなでつくり上げる喜び !  

今日から、学校では『作品展』を開催しています。２年に１度の作品展です。すば

らしい作品、個性豊かな作品、そして子どもたちの豊かな感性にふれることのできる

機会と、この作品展を楽しみにしてくださっている方も多いことと思います。 

子どもたちはそれぞれに工夫を凝らし、世界にたった一つ

だけの作品に仕上げてきました。なかなかうまくできずに何

度もやり直したこともあったことでしょう。休み時間も一生

懸命に頑張っている姿を見かけました。最後まで頑張り抜い

たからこそできあがった作品展です。６月の運動会、そして

この作品展と、行事は学校生活に潤いと活力を与えてくれま

す。そして、子どもたちにとっては学校生活の思い出となる

ものです。限られた準備時間ですが、子どもたち一人ひとりが行事への参画意識をも

ち、自分の役割をしっかりと自覚して、みんなでつくり上げる喜びや、達成感、成就

感を味わっていきます。子どもたちの心を繋ぎ、協力して一つのことに取り組み、苦

労を乗り越えてやり遂げた感動をともに喜び合う。このような『心に響く体験』は小

学生という繊細で、心が育つ時期にこそ大切だと思っています。 

全校児童、全教職員が一丸となって『子どもたちの一所懸命な姿溢れる行事』を目

指していきます。 

 

  

 

1 年 スカイサファリへ 

いこう♪ 

２年 ワンダーランド ３年  ようこそ！ 

 こん虫の世界へ！！ 

  

 

４年 冒険へ出かけよう！ ５年 共に生きる  

   ～自然と一緒に～ 

 ６年 夢をかなえて 

    

◎試行錯誤を続けるから誰も知らないことが分かる 

  みなさんは、奇跡のリンゴと呼ばれているリンゴを知っていますか？世界で初めて

完全無農薬・無肥料で栽培されたリンゴのことです。このリンゴをつくったのが、木

村秋則さんです。木村さんが栽培するリンゴは、甘くておいしいだけでなく、不思議

なことに時間がたっても腐らずにしぼんでいくそうです。今では購入希望が殺到し、

なかなか手に入らないリンゴです。木村さんは、どのようにして奇跡のリンゴを開発

したのでしょうか。 

  木村さんは、奥さんが農薬で体調を悪くしている姿を見て何とかしてあげようと無

農薬・無肥料の栽培の研究をはじめました。とは言っても完成までは、10 年もかかり

ました。自分の子どものようなリンゴが徐々に元気がなくなり、やがて春には花が咲

かなくなり、リンゴは一つも実らなくなりました。無収獲・無収入、どん底の貧乏生

活でした。やがて、親せきや周りの人たちからも挨拶もしてもらえなくなり、ついに

はつき合いもなくなりました。 

  そんな失敗の連続の中でも、木村さんは、「答えはどこかにある」と信じて挑戦し

続けました。木村さんは、こう言いました。 

 「いろんなことを試行錯誤してやったけど、すべてが失敗だった。でも、初めから答

えがないものだから、やらなきゃ失敗なのか、成功するかわからない。失敗しても、

去年失敗したところをいろいろ反省すれば、またいろいろなアイデアが出てくるん

だ。」 

  でもそれだけではなく、木村さんの成功には隠された秘訣がありました。当時、木

村さんは毎日毎日リンゴ畑でリンゴの木を観察し続け、記録を残しました。その地道

な努力が木村さんにリンゴの木の小さな奇跡の予兆に気づかせ、成功に導いたのです。 

  木村さんが奇跡のリンゴの栽培に成功したのは、大豆の根粒菌の力による土づくり

によってでした。リンゴのような植物は、地上に伸びた幹や枝はよりも、地下に広が

る根の方がはるかに大きいのです。そのような見えないものに気づく力、それが成功

の秘訣でした。木村さんのリンゴの木の根は、地上の幹の二倍以上あるそうです。そ

んな木村さんが話す言葉が、「試行錯誤を続けるから誰も知らないことが分かるよう

になる」です。 

  木村さんの見えないものに気づく力は、リンゴの木に対する感謝 

や尊敬の気持ちから生まれたそうです。無農薬・無肥料で育てること 

は、リンゴを自然状態に任せるということですが、リンゴ本来の姿を 

「引き出す」という対話の姿でもあります。実際、木村さんは枯れそ 

うになったリンゴの木にいつも話しかけていたそうです。奇跡のリン 

ゴを成功させた「試行錯誤を続けるから誰も知らないことが分かるようになる」とい

う言葉の裏には、木村さんがリンゴの木に語りかけ耳を澄ますという、リンゴに対す

る深い愛と感謝があったのです。 

私たちは、困難なことや初めて出あう問題に対して、つい消極的になったり、しり

ごみしてしまったりすることがあります。しかし、それでは物事は前に進まず、解決

することもありません。そんなときこそ、木村さんのように試行錯誤し一生懸命取り

組むこと、そしてその過程で、人に対して、物事に対して、感謝と尊敬の気持ちを持

つことが必要であると感じます。試行錯誤を繰り返すことは、簡単なことではありま

せんが、人を成長させてくれるのではないでしょうか。 

※日々の学校生活について、ホームページで紹介しています。ご覧ください。 
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